
とっとり市報

清
州
市
と
姉
妹
都
市
と
な
っ
て
今

年
で
十
二
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
相
互
に

訪
問
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
訪
問

者
は
「
人
」
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
九
年
、「
動
物
親
善
大
使
」
と

し
て
真
教
寺
公
園
の
日
本
猿
四
匹

が
、
海
を
越
え
て
清
州
市
へ
渡
り
ま

し
た
。
清
州
市
動
物
園
の
オ
ー
プ
ン

を
記
念
し
て
、
鳥
取
市
か
ら
清
州
市

民
へ
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
あ
れ
か

ら
五
年
、
お
猿
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

近
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

鳥
取
で
は
お
馴
染
み
の
日
本
猿
で

す
が
、
韓
国
で
は
野
生
の
猿
は
大
変

珍
し
い
と
の
こ
と
。
姉
妹
都
市
か
ら

の
こ
の
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ニ
ュ

ー
ス
は
、
当
時
、
地
元
の
新
聞
や
テ

レ
ビ
で
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

清
州
市
生
ま
れ
の
子
猿
一
匹
を
加

え
、
現
在
、
日
本
猿
は
全
部
で
五
匹
。

い
つ
も
に
ぎ
や
か
な
お
猿
さ
ん
一
家

の
人
気
は
、
動
物
園
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
。
休
日
の
猿
舎
の
周
り
に
は
、

ち
び
っ
子
や
家
族
連
れ
の
歓
声
が
絶

え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
五
年
間
に
四
匹
の
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
三
匹
は
韓
国
内
の
動
物
園
に
引

っ
越
し
て
、
親
善
大
使
二
世
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

動
物
の
ほ
か
、
花
や
木
も
交
流
に

一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
清
州
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
十
周
年
に
当
た
る
平

成
十
二
年
、
湖
山
池
公
園
東
岸
の
お

花
畑
ゾ
ー
ン
に
記
念
植
樹
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
清
州
市
の
木
「
ケ
ヤ
キ
」

と
清
州
市
の
花
「
白
モ
ク
レ
ン
」
が
、

湖
山
池
を
背
景
に
し
っ
か
り
と
根
付

い
て
い
ま
す
。
あ
と
何
年
か
す
る
と
、

白
い
モ
ク
レ
ン
の
花
を
眺
め
た
り
、

立
派
に
育
っ
た
ケ
ヤ
キ
の
木
陰
に
憩

う
人
々
の
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
湖
山
池
公
園
に
お
出

か
け
の
際
は
、
ぜ
ひ
姉
妹
都
市
の
花

と
木
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。(

清
州
市

の
木
の
隣
に
は
、
同
じ
く
姉
妹
都
市

の
ド
イ
ツ
・
ハ
ー
ナ
ウ
市
の
木
「
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
樫か
し

」
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。)

■鳥取市国際交流員

張　日　榮
（チャン・イルヨン）

⑬

■世界の料理教室（韓国料理）
韓国料理の講習と韓国についての話です。
と　き　7月4日（木）

午前10時30分～午後2時
講　師　李承恩（イ・スンウン）氏
定　員　10人（先着順）
受講料　無料（材料費は自己負担）
■日本語ボランティア募集
外国人と日本語で話す会のボランティア　
を募集しています。外国人のみなさんが日　
本に来て一番困ることは、日本語がわから
ないこと、そして日本人と接する機会がな
いこと。彼らと友だちになって日本語で会　
話を楽しみませんか。
◇問い合わせ先　鳥取市国際交流プラザ

（湖山西一丁目・�31―3253）

鳥取市国際交流プラザ
からのお知らせ

鳥取市と韓国・清州
チョンジュ

市との姉妹都市
交流は、さまざまな分野に広がって
います。今回は、その中でもユニー
クな交流をご紹介します。

海
を
渡
っ
た

真
　
し
ん
　

教
き
ょ
う

寺じ

公
園
の
日
本
猿

多くの市民でにぎわう清州市動物園 多くの市民でにぎわう清州市動物園 

市民説明会のようす（福祉文化会館） 

一人ひとりの意識が高まれば、この作業も必要ない 

国際交流ひろば


